
（1）ゲリラや特殊部隊による攻撃の場合

①特徴

②留意点
●突発的に被害が発生することも考えられるため、攻撃当初は一旦屋内に避難し、
その後状況に応じ行政機関からの指示に従い適切に避難しましょう。

（2）弾道ミサイルによる攻撃の場合

①特徴

●突発的に被害が発生することも考えられます。
●被害は比較的狭い範囲に限定されるのが一般的ですが、攻撃目標となる施
設（原子力事業所などの生活関連等施設など）の種類によっては、被害が拡
大するおそれがあります。
●核・生物・化学兵器や、放射性物質を散布することにより放射能汚染を引き起
こすことを意図した爆弾（ダーティボム）が使用されることも想定されます。

●発射前に着弾地域を特定することが極めて困難であり、短時間での着弾
　が予想されます。このため、我が国に影響があり得る弾道ミサイルが
　発射されたときは、市町村から原則として特別なサイレン音（P2参照）
　を使用した防災行政無線により、発射情報と、領域内に落下する可能性
　がある場合はその旨を、関係する地域に対して、緊急に伝達することと
　しています。あわせて、テレビ、ラジオや緊急速報メールなども通じて
　これらの情報を伝達します。
●弾頭の種類（通常弾頭であるのか、核・生物・化学弾頭であるのか）を
　着弾前に特定するのが困難であり、弾頭の種類に応じて、被害の様相や
　対応が大きく異なります。 

②留意点
●攻撃当初は屋内へ避難し、その後、状況に応じ行政機関からの指示に従
　い適切に避難しましょう。屋内への避難にあたっては、近隣の堅牢な建
　物や地下街などに避難しましょう。

武力攻撃の類型などに応じた避難などの留意点
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（3）着上陸侵攻の場合

①特徴

●船舶により上陸する場合は、沿岸部が
当初の侵攻目標となりやすい。
●航空機による場合は、沿岸部に近い
空港が攻撃目標となりやすい。
●国民保護措置を実施すべき地域が広
範囲にわたるとともに、期間が比較的
長期に及ぶことも想定されます。 

②留意点

●攻撃が予測された時点においてあらかじめ避難することも想定されます。
●避難が必要な地域が広範囲にわたり遠方への避難が必要となるとともに、
避難の期間が長期間にわたることも想定されます。避難の経路や手段など
について行政機関からの指示に従い適切に避難しましょう。

（4）航空攻撃の場合

①特徴

●弾道ミサイル攻撃の場合に比べ、その兆候を
察知することは比較的容易ですが、あらかじ
め攻撃目標を特定することが困難です。
●都市部の主要な施設やライフラインのインフ
ラ施設が目標となることも想定されます。 

②留意点

●攻撃の目標地を特定せずに、屋内への避難が広範囲にわたって指示される
ことが考えられます。屋内への避難にあたっては、近隣の堅牢な建物や地下
街などに避難しましょう。その後、状況に応じ行政機関からの指示に従い適
切に避難しましょう。
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①特徴

●化学剤は、その特性により、神経剤、びらん剤、血液剤、窒息剤などに分類さ
れています。一般に地形や気象などの影響を受けて、風下方向に拡散し、空
気より重いサリンなどの神経剤は下をはうように広がります。特有のにおい
があるもの、無臭のものなど、その性質は化学剤の種類によって異なります。
人から人への感染こそありませんが、比較的早く、目の充血、咳込み、かゆみ
などの症状が現れます。
●触れたり、口に入れたり、吸引することで人体に悪影響を及ぼすことから、飲
食物や日用品などへの混入、人体への直接注入、爆発物や噴霧器などを使
用した散布などが考えられます。
●国や都道府県、市町村などは連携して、原因物質の検知及び汚染地域の特
定や予測をし、みなさんを安全な風上の高台に誘導するほか、そのままで
は分解・消滅しないため、化学剤で汚染された地域を除染して原因物質を
取り除く措置などを実施します。
●汚染された可能性があれば、可能な限り除染して、医師の診断を受ける必
要があります。 

　武力攻撃やテロなどの手段として化学剤、生物剤、核物質が用いられた場合
には、人体の機能障害を発生させるため、被害に対する特別な対応が必要とな
ることから、テレビやラジオなどを通じて、情報収集に努めるとともに、行政機関
からの指示に従って行動することが重要です。

i.化学剤が用いられた場合

（5）武力攻撃やテロなどの手段として
　   化学剤、生物剤、核物質が用いられた場合
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②留意点

●口と鼻をハンカチで覆いながら、その
場から直ちに離れ、外気から密閉性の
高い屋内の部屋または風上の高台など、
汚染のおそれのない安全な地域に避難
しましょう。

●屋内では、窓閉め、目張りにより室内を
密閉し、できるだけ窓のない中央の部屋
に移動しましょう。

●2階建て以上の建物であれば、なるべく
上の階へ避難しましょう。

●汚染された服、時計、コンタクトレンズ
などは速やかに処分する必要がありま
すが、汚染された衣服などをうかつに脱
ぐと、露出している皮膚に衣服の汚染さ
れた部分が触れるおそれがあります。特
に頭からかぶる服を着ている場合には、
はさみを使用して切り裂いてから、ビニ
ール袋に密閉しましょう。その後、水と石
けんで手、顔、体をよく洗いましょう。

●安全が確認できるまでは、汚染された疑いのある水や食物の摂取は避けま
しょう。
●行政機関の指示などに従い、医師の診断を受けましょう。
●化学剤傷病者への治療は一刻を争います。あやしいと感じたらすぐに周囲
に知らせる、速やかに警察や消防に通報するといった迅速な対応をとった
方が、その後の対処も早くなり、救命率の向上につながります。
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ii.生物剤が用いられた場合

①特徴

●生物剤は、人や動物を殺傷したり植物を枯らすことなどを目的とした細菌や
ウイルスなどの微生物及び細菌や動植物などが作り出す毒素のことをいい、
人に知られることなく散布することが可能です。触れたり、口に入れたり、吸
引することで人体に悪影響を及ぼすことから、化学剤と同様に、飲食物及び
日用品などへの混入、人体への直接注入、爆発物や噴霧器などを使用した
散布などが考えられます。
●また、発症するまでの潜伏期間に、感染した人々が移動し、後に生物剤が散
布されたと判明した場合には、既に広域的に被害が発生している可能性が
あります。ヒトを媒体とする天然痘などの生物剤による攻撃が行われた場合
には、二次感染により被害が拡大することが考えられます。
●国は、一元的な情報収集、データ解析などにより疾病を監視して、感染源や
汚染された地域を特定し、感染源となった病原体の特性に応じた医療を行
い、まん延の防止に努めます。
●行政機関の情報や発生した症状などから感染の疑いがある場合は、医師の
診断を受けるとともに、行政機関の行うまん延防止の措置に従うことが重
要となります。 

②留意点

●口と鼻をハンカチで覆いながら、その
場から直ちに離れ、外気から密閉性の
高い屋内の部屋または感染のおそれ
のない安全な地域に避難しましょう。

●屋内では、窓閉め、目張りにより室内を密
閉し、できるだけ窓のない中央の部屋に
移動しましょう。
●屋外から屋内に戻ってきた場合は、汚染
物を身体から取り除くため、衣類を脱いで
ビニール袋や容器に密閉しましょう。また、
水と石けんで手、顔、体をよく洗いましょう。
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●安全が確認できるまでは、汚染された疑いのある水や食物の摂取は避けま
しょう。
●行政機関の指示などに従い、医師の診断を受けましょう。
●身近に感染した可能性のある人がいる際には、その人が使用した家庭用品
などに触れないようにし、頻繁に石けんで手を洗いましょう。感染した可能
性のある人も自らマスクをすることが大切です。
●米国で発生した炭そ菌事件のように不審な郵便物が送られてきた場合に
は、郵便物を振ったり、匂いをかいだり、中身を開けたりせずに可能であれ
ばビニール袋で包み、すぐに警察などに通報しましょう。もし開けてしまって
不審物質がこぼれ出たような場合には、掃除をするべきではありません。不
審物質を直ちに何かで覆い、その部屋を離れて汚染された衣服をできるだ
け早く脱ぎ、手を水と石けんで洗い流してすぐに警察などに通報しましょう。

①特徴

iii.核物質が用いられた場合

●核兵器を用いた攻撃による被害については、当初は主に核爆発に伴う熱線、
爆風などによる物質の燃焼、建物の破壊、放射能汚染などの被害が生じ、そ
の後は放射性降下物（放射能をもった灰）が拡散、降下することにより放射
線障害などの被害が生じます。
●一方、放射性物質を散布することにより放射能
汚染を引き起こすことを意図した爆弾（ダーテ
ィボム）の爆発による被害は、核爆発ほど大き
な被害は生じませんが、爆薬による被害と放射
能による被害をもたらします。
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●屋内では、窓閉め・目張りにより室内を密閉し、
できるだけ窓のない中央の部屋に移動しまし
ょう。

●屋内に地下施設があれば地下へ移動しましょ
う。
●屋外から屋内に戻ってきた場合は、汚染物を
身体から取り除くため、衣類を脱いでビニール
袋や容器に密閉しましょう。その後、水と石けん
で手、顔、体をよく洗いましょう。
●安全が確認できるまでは、汚染された疑いのある水や食物の摂取は避けま
しょう。
●被ばくや汚染のおそれがあるため、行政機関の指示などに従い、医師の診
断を受けましょう。

◎放射性物質を散布することにより放射能汚染を引き起こすこ
　とを意図した爆弾（ダーティボム）の爆発の場合
●P5「身の回りで急な爆発が起こったら」と同様、爆発が起こった建物など
　からできる限り速やかに離れましょう。

●爆発において特有の特徴がなく、放射性物質の存在が判明するまでに時間
　がかかることなどから、たとえ外傷がない場合でも、行政機関の指示など
　従い医師の診断を受けましょう。

②留意点

◎核爆発の場合
●閃光や火球が発生した場合には、失明するおそれがあるので見ないでくだ

さい。

難しましょう。地下施設やコンクリート建物であればより安全です。
●上着を頭から被り、口と鼻をハンカチで覆うな

●とっさに遮蔽物の陰に身を隠しましょう。近隣に建物があればその中へ避

どにより、皮膚の露出をなるべく少なくしながら、
爆発地点からなるべく遠く離れましょう。その際、
風下を避けて風向きとなるべく垂直方向に避難
しましょう。
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